
取り組み（事例）紹介 

 

 

国内における製品リサイクルの推進 
 
富士通は、産業廃棄物広域認定制度の認定業者として、各種契約手続きを含めた産業廃棄物の適正処理を全国規模で

受託しています。 

日本全国をカバーするリサイクルシステムを構築するため、富士通リサイクルセンターを国内各地に設置。徹底した

トレーサビリティと 

セキュリティを確保しながら、高い資源再利用率を達成するなど、安心・安全なサービスの提供を通じて、拡大生産

者責任（EPR）を確実に 

実践しています。 

 

 

 

 

産業廃棄物広域認定書 

 

• 富士通リサイクルセンターのご紹介 

 

製品リサイクル情報の提供 
富士通は使用済み ICT製品を適正に処理するために、解体マニュアル電子管理システムを開発し、2004年度から運用しています。 
このシステムを通じて、含有化学物質、プラスチック材質、顧客データが保存されるユニットなど、製品リサイクルに必要な情報と動画形式などの解体
マニュアルを社内ウェブサイトから富士通リサイクルセンターに提供しています。 
 
 

再資源化の推進 
回収した製品は、熟練者の手作業で丁寧に解体し、鉄、銅、アルミ、貴金属類、ガラス、プラスチックなど素材ごとに分別しています。また、動画の解
体マニュアルを活用して手解体のレベル向上に取り組んでいます。このように、可能な限り廃棄物を減らすとともに、再び製品を作るための資源へと生
まれ変わらせるよう努力を重ねています。 
 

 

 

https://global.fujitsu/-/media/Project/Fujitsu/Fujitsu-HQ/sustainability/recycleinfo-facilities-jp.pdf


 

 
 

トレーサビリティシステムの開発 
富士通はリサイクル統合情報管理システムを開発し、2007年度から富士通リサイクルセンターに導入しています。 
このシステムを使って、お客様の ICT製品にバーコードを貼り付け、リサイクルセンターの受け入れから解体、 

ハードディスクの破壊処理完了に至るまで、リサイクルプロセスの履歴をお客様ごとに情報管理することで、 
盗難や不法投棄を防止します。 

 
 

 

リサイクル統合情報管理システム 

 

セキュリティシステムの運用 
富士通リサイクルセンターは、赤外線カメラで侵入者や受け入れ品の保管状況を自動監視し、高いセキュリティ性を維持しています。 

 

 

 

海外における製品リサイクルの推進 
 

• Disposal of Waste IT Equipment（英語） 

 

 

 

https://global.fujitsu/-/media/Project/Fujitsu/Fujitsu-HQ/sustainability/recycleinfo-en.pdf
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